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研究成果の概要（和文）：インタラクティブな大型公共ディスプレイでの，適切なプライベート情報提示方法を検討し
，有効と考えられる方法を用いてプロトタイプシステムを作成して評価を行った．情報提示手法の検討を行うにあたっ
ては，大型公共ディスプレイ周辺における通行者の調査結果に基づき，利用者が周辺状況を把握できるように背後にい
る通行人映像を分かりやすく可視化して提示した．その結果，利用者と通行人の位置関係やその危険度について一覧視
できるシステムが，利用者に安心感を与えることができたといえる．よって，大型公共ディスプレイ利用者の背後にい
る通行人映像の可視化は大型公共ディスプレイを安心して利用する方法として有用であると結論付ける．

研究成果の概要（英文）：In this research, we study information security and privacy as it pertains to larg
e touch screens in public places. The goal of this research is to identify the variables associated with u
ser safety when interfacing on large touch screens in public venues; additionally, we proposed a displayin
g method of user information for designing public space so that users can communicate interactively with r
eassurance of confidentiality.
As a result of the evaluation experiment to our proposal, it was suggested that it is more effective displ
aying a user the situation in back circumstance with the color information expressing the degree of danger
 rather than showing the movie of the situation in user's back circumstance plainly.
Since it was shown above, in this research, we were able to conclude that visualization of the passerby im
age which is behind a large-sized public display user was useful as how to use a large-sized public displa
y with reassurance.
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１．研究開始当初の背景 

近年，店舗，駅・空港等に設置されている
IT 機器として，デジタルサイネージ（Digital 

Signage）がある．デジタルサイネージは，
大画面の良い視認性を活かしプロモーショ
ン用，看板・広告用に使用されているが，案
内や広告など広告主からの一方向の情報案
内(Push 型表示)に限定されている．実際，駅
やショッピングモールのような公共空間に，
大画面ディスプレイの活用事例が増えてい
る．これら大画面ディスプレイは画面が非常
に大きく，動的に情報をユーザに提供するこ
とができるため，同時に大勢の人に情報を提
供するのに非常に有効である．そのため，駅
での電車の時刻案内や駅周辺の道案内など
に使われたり，ショッピングモールで商品案
内に使われたりする．デジタルサイネージで
使われる表示機器の中には，一方向の情報発
信だけではなく，利用者が地図や店舗，広告
などの情報を自分で触って自由に入手でき
る双方向のインタフェースもある．とりわけ
公共システムにおいては，双方向の情報のや
りとりを実現する表示端末にタッチパネル
を用いたユーザインタフェースが数多く採
用されている．  

また，コンピュータの普及やインターネッ
トの発展により，場所や時間を問わず情報が
扱われるようになってきている．こうした状
況からして，今後は，店舗での買い物情報，
空港でのフライト情報などさまざまな場所
で，より個人に関わる情報を扱うことが予想
される．しかしながら，利用者は必ずしも他
者に見られても構わないような情報だけを
扱っているわけではない．取り扱う情報の中
には，他者に見られたくない情報も含まれる．
この点に留意した情報提供が望ましい． 

 

２．研究の目的 

本研究では，公共空間における大画面公共
タッチ画面に対する情報セキュリティ・プラ
イバシーについて調査研究を行う．具体的に
は，研究代表者が取り組んできた公共空間で
の情報利用時の安心感評価構造に関する研
究成果を基に，研究分担者が取り組んできた
シナリオに基づくデザインとタッチ画面イ
ンタフェースに関する研究成果を組み合わ
せ，大画面公共タッチ画面に対する利用者の
安心・安全に関する特性を明らかにし，利用
者が満足する公共空間の情報利用環境デザ
インに関する指針や方法を提案する． 

公共空間とは不特定の人が自由に利用で
きる場所であり，その特徴は次の２点である． 

(1) 物理的な空間を共有する． 

(2) 周囲に未知の人（面識がない他者）が
存在する． 

さらにそこで人が情報を扱うということ
は，人が情報利用端末と物理的な空間の両方
を共有する，と言い換えることができる．つ
まり，「公共空間において共用端末上で情報
を扱う」ということは，「周囲に未知の人（面

識がない他者）が存在する共用の物理的な空
間において，私的な情報を扱う」という状況
におかれているということができる． 

上記の点に加えて，公共空間では不特定多
数の人間が往来するため，そこでは端末利用
者と不特定多数の他者との関係性が生じる．
端末利用者が快適に情報を扱う環境を構築
するためには，他者との距離などにおいて，
適切な関係性をもつことが必要であり，プラ
イバシーの確保が欠かせない要素である．プ
ライバシーは，たとえば邪魔されずに仕事を
したり私的な会話をしたりするために，人が
独りになる状況を表している．プライバシー
をもう少し広い意味にとって，「邪魔されず
に仕事ができること」，「情報が他人に漏れな
いこと」，「やりたいことができる自由」，「自
分の空間に近づけないこと」，「１人でいるこ
と」といった見方がある．つまりプライバシ
ーを，他者からのアクセスをコントロールで
きることと考えているようである．これらの
ことは，通常のオフィスに関していわれてい
ることだが，場所を公共空間に移して考える
と，これらのことはさらに重要な要件となる． 

また，人が快適に執務できる環境を実現す
るためには，「なわばり」感，つまり，プラ
イバシーの確保やステイタスの表現といっ
た，個人スペースのもつ心理的な意味を考え
る必要がある． 

 

３．研究の方法 

本研究では，公共空間における大画面公共
タッチ画面に対する情報セキュリティに関
して，まず現状分析として，フィールドサー
ベイを通して，公共空間における情報端末と
人とのインタラクション，その際の周囲の他
者と関係について，対人距離，パーソナルス
ペースといった観点からそれらの特徴を抽
出するユーザタスク分析を行う．さらに，公
共空間で扱われる情報の種別やそれらに対
する利用者の意識調査を行う． 

大画面公共タッチ画面のインタラクショ
ンに関しては，利用者の意識という観点での
扱う情報の特性に応じた情報表示方法や操
作方法について，シナリオ手法を適用してデ
ザインする． 

一般に，デザインの成否は，計画段階で構
想したイメージや予測した効果が完成後に
うまく実現するかどうかによって評価され
ることになる．しかし，公共空間での情報利
用に関しては，「人」，「機器（情報）」および
「他者」という 3 つの要素を考慮した新しい
デザインが要求されてきている．公共空間は，
近年，そのスケールが巨大化し，その空間構
成が複雑化しただけでなく，新しい多様な機
能が要求されるようになり，計画段階での予
測がますます難しくなってきている．さらに
は，近年，情報セキュリティ（個人情報保護）
という側面からインタフェースを考えるこ
との重要性が指摘されてきており，これまで
の先行の指針だけでは，利用者が満足する情



報利用環境を提供しようとしても，どのよう
な形態の作業環境にすればよいのかが明確
にならない．そのため，利用者が満足する公
共空間の情報利用環境設計に関する指針や
方法が求められている．  

デザインの根本に流れる考え方は，人間優
先の考え方である．人間，特に環境を実際に
利用するユーザの考え方を明らかにすれば，
より人間指向の，一層質の高い環境をデザイ
ンできるようになると考えることができる．
ヒューマンインタフェース研究においても，
人間が人工物の使いにくさに合わせるので
はなく，人工物が人間に合わせなければなら
ない，すなわちユーザの視点で技術や機器を
開発すべきであるという「ユーザ中心設計
(User Centered Design: UCD)」が提唱され
てきた．製品開発のプロセスには，人間（ユ
ーザ）中心という機軸を置くことを定めた国
際基準 ISO13407 が 1999 年に制定された．
規格名称を「インタラクティブシステムの人
間中心設計プロセス」 (Human-centered 

design processes for interactive systems)と
いい，人間を中心に据えて設計すべき，とい
う理念に基づいて設計プロセスを規定した
もので，2000 年には日本語版が JIS 化され
ている．このユーザ中心設計を実践するため
には，ユーザ・ニーズ（リクアイアメント）
を把握し，それをデザインに反映していく必
要がある．そこで本研究では，ユーザの視点
を設計に取り入れる手法として「シナリオ」
が有効と考えられる． 

シナリオとは，ユーザが目標を達成するた
めにおこなう行動と，そこから得られる事象
を，時系列に沿って記述したものである．対
話型のシステムを設計・構築する場合には，
何らかの局面で必ずシナリオが用いられる
といっても過言ではない．シナリオに基づく
設計法とは，シナリオをシステム開発の中核
をなす成果物と捉え，積極的に利用する開発
法である． 

また，情報セキュリティに考慮した大画面
公共タッチ画面デザインを提案するにあた
っては，ソフトウェア開発や機器デザインな
どで，これまでしばしば利用されてきたペー
パープロトタイピング手法を適用すること
を考えている．これは，まずその「原型」を
簡単に作っておいて，まずその段階で動作チ
ェックやユーザビリティ評価を行い，徐々に
完成度を上げていき，そのたびに動作チェッ
クやユーザビリティ評価を行うことによっ
てじわじわと完成品に近づけてゆくという
やり方で，幅広いユーザからのフィードバッ
クを迅速に得られるなどの利点があること
から，本研究に適した手法と考えられる． 

４．研究成果 
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